
下
田
市

　

新
庁
舎
建
設
に

　
　

つ
い
て
考
え
る

問
合
せ
先

統
合
政
策
課
庁
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係
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こ
れ
ま
で
の
経
過

候
補
地
選
定

基
本
計
画
策
定

　

昨
年
度
よ
り
、
財
政
力
、
安
全

性
・
強
靭
性
、
ア
ク
セ
ス
性
、
ま

ち
づ
く
り
の
方
針
等
を
評
価
軸
と

し
、
津
波
浸
水
区
域
や
、
津
波
に

よ
り
道
路
が
寸
断
さ
れ
孤
立
す
る

可
能
性
が
高
い
国
道
１
３
５
号
・

１
３
６
号
沿
線
を
避
け
、
災
害
時

に
も
外
部
と
の
ア
ク
セ
ス
が
確
保

で
き
る
国
道
４
１
４
号
沿
い
、
か

つ
、
中
心
市
街
地
に
努
め
て
近
い

場
所
で
、
選
定
作
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

２
月
に
候
補
地
を
公
表
し
、
そ

の
後
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
、

市
民
説
明
会
等
を
経
て
、
９
月
定

例
市
議
会
に
お
い
て
下
田
市
役
所

の
位
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
「
市
民

へ
の
説
明
が
不
十
分
」、「
ま
ち
づ
く

り
の
全
体
像
が
見
え
な
い
」
な
ど

の
理
由
に
よ
り
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
下
田
市
の
地
形
や
交

通
イ
ン
フ
ラ
、
被
害
想
定
な
ど
の

条
件
と
評
価
軸
を
照
ら
し
合
わ
せ

た
中
で
は
、
こ
の
場
所
が
移
転
先

と
し
て
望
ま
し
い
場
所
と
考
え
て

い
ま
す
。
市
長
と
語
る
会
な
ど
で

説
明
を
重
ね
、
再
提
案
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
21
年
か
ら
現
庁

舎
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
庁
舎
の

建
て
替
え
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

当
初
、
現
在
地
に
お
け
る
建
て
替

え
を
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
の
発
生
を
受
け
、
防
災
力
の

強
化
が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
よ
る
津
波
浸
水
想
定
の
公
表
な

ど
、
各
方
面
に
お
い
て
防
災
体
制

が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
庁
舎
の
建
設
位
置
に
つ
き
ま

し
て
は
、
適
地
の
選
定
が
難
し
く
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
。

荷
の
低
減
と
周
辺
環
境
と
の
調
和

を
目
指
す
と
と
も
に
、
維
持
管
理

や
設
備
更
新
な
ど
が
し
や
す
い
施

設
と
す
る
。

　

新
庁
舎
の
整
備
に
関
し
、
４
つ

の
建
設
方
針
を
定
め
、
「
機
能

的
」・「
安
全
性
」・「
経
済
的
・
持

続
性
」・「
地
域
性
・
下
田
ら
し
さ
」

を
兼
ね
備
え
た
新
庁
舎
整
備
を
目

指
し
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
安
全
な
施
設

　

市
民
の
生
命
、
財
産
を
地
震
や

津
波
な
ど
の
災
害
か
ら
守
り
、
災

害
時
に
は
市
民
生
活
の
復
旧
・
復

興
の
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
、
強

く
安
全
な
施
設
と
す
る
。

全
て
の
市
民
に
と
っ
て

　
　

使
い
や
す
く
、
快
適
な
施
設

　

高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
方
・

小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
方
な
ど
、

全
て
の
人
々
が
使
い
や
す
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
目
指
し
、

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

ア
ク
セ
ス
性
な
ど
に
配
慮
し
た
、

便
利
で
快
適
な
施
設
と
す
る
。

　

持
続
的
で
経
済
的
な
施
設

　

建
設
費
を
抑
え
、
省
エ
ネ
・
創

エ
ネ
を
積
極
的
に
行
い
、
環
境
負

　

基
本
計
画
は
、
新
庁
舎
建
設
予

定
地
に
お
い
て
市
民
の
皆
さ
ま
が

使
い
や
す
く
、
快
適
な
新
庁
舎
を

建
設
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る
計

画
で
す
。

　

４
月
か
ら
市
民
の
代
表
者
に
よ

る
審
議
会
を
組
織
し
、
７
回
の
審

議
を
経
て
、
10
月
10
日
に
答
申
書

が
提
出
さ
れ
、
新
庁
舎
整
備
に
関

す
る
建
設
方
針
、
理
念
、
導
入
機

能
、
施
設
計
画
等
を
定
め
ま
し
た
。

　

安
全
性
は
高
く
、
全
て
の
方
に

と
っ
て
使
い
や
す
い
機
能
的
で
コ

ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
に
す
る
こ
と
で
、

建
設
費
や
維
持
管
理
費
の
低
減
を

図
る
と
と
も
に
、
下
田
ら
し
さ
を

出
せ
る
庁
舎
の
建
設
を
目
指
し
ま
す
。

H29.４　第１回審議会（視察 ( 候補地、南伊豆町役場庁舎 )）

H29.５　第２回審議会（視察 ( 熱海市役所、伊東市役所、河津町役場 )）

H29.６　第３回審議会（視察結果を踏まえ、候補地の現状分析、動線計画、要件の整理）

H29.７　第４回審議会（新庁舎の機能、規模、フロア構成等の検討）

H29.８　第５回審議会（検討内容を整理し、審議会としての方針、要件等のまとめ）

H29.９　第６回審議会（基本計画 ( 案 ) の基本的考え方、施設計画、事業計画の審議）

H29.10　第７回審議会（総合的な審議、答申書のまとめ）

　

職
員
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
く
、

効
率
的
に
業
務
が
行
え
る
環
境
を

つ
く
る
と
と
も
に
、
将
来
の
ニ
ー

ズ
の
変
化
に
対
応
し
や
す
い
、
柔

働
き
や
す
く
、
柔
軟
で

　
　
　
　
　
　
　

効
率
的
な
施
設

基
本
計
画
の
概
要

　
　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
ま

し
て
は
、
平
成
29
～
30
年
度
中
に

設
計
作
業
、
平
成
31
～
32
年
度
中

に
建
設
工
事
を
行
い
、
平
成
32
年

度
末
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
　

今
後
の
方
針

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
使
い
や
す
く
、

将
来
に
大
き
な
財
政
負
担
を
残
す

こ
と
が
無
い
よ
う
に
、
か
つ
、
新

庁
舎
は
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
重
要
な
施
設
と
位
置
づ
け
、

新
庁
舎
整
備
事
業
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
整
備
と
並
行
し
て
、
「
現
庁

舎
跡
地
」、「
再
編
整
備
後
の
中
学

校
跡
地
」
に
つ
い
て
も
、
有
効
的

な
利
活
用
の
方
法
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
土
地
も
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
お
け

る
拠
点
と
し
て
重
要
な
場
所
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
庁
内
・
庁
外
様
々

な
面
か
ら
活
用
に
つ
い
て
の
内
容

を
検
討
し
、
ま
ち
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

軟
性
と
持
続
可
能
性
を
併
せ
持
つ

施
設
と
す
る
。

※

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
の
詳
細

　

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
市

　

役
所
本
館
１
階
、
情
報
公
開
コ

　

ー
ナ
ー
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

下田市新庁舎等建設基本構想・基本計画審議会の開催経過

基本計画の理念と配置計画のイメージ

基本計画の理念

　 機能的

・ 市民にとって使いやすい快適な空間

・ 職員が働きやすい効率的なオフィス

・ 将来の社会情勢に柔軟に対応できる汎用

　性の高い空間構成

・ 敷地条件を生かした効率的な動線計画

　と配置計画による敷地の有効活用

　 経済的・持続性

・ 機能的でコンパクトな庁舎とすることで、

　建設コストと維持管理コストの低減を図

　る（ライフサイクルコストの縮減）

・ 環境に配慮し、維持管理コストを抑えた

　持続性の高い建築設備

　 安全性

・ 防災拠点施設として、大規模災害にも耐

　え得る構造・機能を有し、業務の継続性

　を考慮した庁舎

・ 液状化対策等、地盤条件を踏まえた合理

　  的で安全性の高い庁舎

　 　地域性・下田らしさ

・ 開国のまちとしての歴史・文化を伝えら

　れる、市民が誇りと愛着を持てる庁舎

・ 市民や地域の“交流”により下田らしさ

　を表現

・ 豊かな自然など地域資源を生かす

市庁舎
整備の理念

稲生沢中学校

稲
生
沢
川

具体的な候補地
稲生沢中学校北側隣接地

蓮
台
寺
駅

新庁舎
建設候補地
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